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光光でで表表面面形形状状をを自自在在にに変変ええるる画画期期的的ななフフィィルルムム

本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野

研研究究者者特特許許・・論論文文

技技術術のの概概要要

フォトマスクを通して光を照射することにより、現像などの処理を必要とせずに表面の形状を

自在に変えられるフィルムを開発。現像が必要なフォトリソグラフィーや微小の鋳型を使うナノ
プリント技術とは異なる簡単な微細加工法として、光記録材料やマイクロデバイス、細胞制御な
どの分野で応用が期待できる。

１）光照射によって表面形状を変化させる光応答性ポリマーの合成に成功している
２）表面パターニング可能な新規な光記録表面の実用化への第一歩となる成果を得ている
３） このような光応答性ポリマーは世界的にも例がない独創性の高い材料である
４）従来の微細加工技術の欠点を補い、さらに非常に簡易な表面微細加工技術として他には

ない優位性をもっている

１）光二量化基をもつケイ皮酸ビニル（VCi）と
ポリジメチルシロキサン（PDMS）マクロモノ

マーとの共重合により、光照射によって架
橋形成する光応答性ポリマーを合成した。

２） PVCi-PDMSフィルムは光照射により架

橋構造が形成され、光照射のコントラス
トに応じて表面パターニングができる。

３）応用例として凹凸形状のフィルム表面で

細胞培養すると、細胞パターンを形成さ
せることができる。

４）光応答性ポリマーに金ナノ粒子を分散さ

せると、光応答性色彩変化による表示素
子や光応答性表面抵抗率変化による電
気材料として利用できる。

５）その他、凹凸表面にタンパク質を吸着さ
せた後、タンパク質を基材に転写できる。
（マイクロコンタクトプリント応用）
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図2 UV照射による光応答性ポリマーへのパターニング
(a) 光応答性ポリマー上での細胞パターン
(b) 金ナノ粒子分散光応答性ポリマーの光記録
(c) 金ナノ粒子分散光応答性ポリマーの表面抵抗率変化
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図1 光応答性ポリマー表面への光微細加工
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